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平成１７年１０月より、従来まで介護保険料と公費（税金）から給付されて
いた介護保険施設などにおける「居住費」と「食費」が保険給付対象外となり、
自己負担となります。皆さんのご理解とご協力をお願いいたします。

現
在
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る

人
は
居
住
費
（
短
期
入
所
サ
ー
ビ

ス
で
は
滞
在
費
）
や
食
費
の
大
部

分
を
介
護
保
険
か
ら
給
付
さ
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
在
宅
で
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
る
人
は
、
居
住

費
や
食
事
に
か
か
る
費
用
を
自
分

で
負
担
し
て
い
る
た
め
、
施
設
に

入
所
し
て
い
る
人
に
比
べ
負
担
が

大
き
く
な
っ
て
お
り
、
不
公
平
が

生
じ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
相
互
の
公
平
性
を
図

る
た
め
に
、
原
因
と
な
っ
て
い
る

「
居
住
費
（
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス

で
は
滞
在
費
）」
と
「
食
費
」
が

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

◇限度額を超えた分は、特定入所者介護サービス費として介護保険から施設に支払われます。

負担の軽減を受けるためには、市区町村の窓口に申請し、「介護保険特定負担限度額認定証」の交
付を受け、サービスを受けるときに事業者に提示することが必要です。

今まで利用されていた人も、10月以降に必ず申請してください。なお申請の負担軽減を図るため、
初回１回だけ申請し、その後も対象の場合は毎回申請することなく支給します。

問合せ　長寿福祉課　　 ２２ー８１８０
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日本最大の文化の祭典「国民文化祭」。日頃、文化活動をしてい 
る人々が全国各地より福井県に集い、発表・競演・交流します。 
「福のくにから　ふくらむ文化　羽ばたく未来」をテーマに記念 
すべき第20回大会を開催します。県内で行われる行事のうち、敦 
賀市で開催される行事を紹介します。 

と　き ９時３０分～１７時１０分
ところ 市民文化センター

総勢600人が奏でる和楽器の重厚な調べを
お楽しみください。人間国宝である山本邦山

氏が国民文化祭を記念して
作曲した「若狭紀行」を、
またフィナーレでは、宮城
道雄氏が昭和29年に大合奏
曲として手掛けた「編曲松
竹梅」を、県内邦楽愛好家
が演奏します。

と　き １０時～１９時
（２８日、３０日は１７時まで）

ところ プラザ萬象

いけばなの１２の流派が大集合し、４日間
で約４５０ものいけばなを展示します。また

２７日のオープニン
グには、園児が花の
オブジェを作り、
２９、３０日には小
中学生がお茶席のお
手伝いをします。

と　き １０時～１６時
ところ 福井県若狭湾エネルギー研究センター

福井の自然や人々の温かいふれあいを映像
で紹介しながら、大自然への感謝の気持ちを
込めて大合唱し、伝承芸能を披露します。ま
た手紙をつけた風船を空へ放します。

問合せ　少年少女合唱団マーレ
（ 22-3458 赤谷）

と　き ９時～１９時
ところ プラザ萬象　能楽堂

市民で結成した「羽衣をうたう会」の大合
唱のオープニングの後、第１部で県内外１８

団体の能楽愛好者が謡、舞、
仕舞などを披露します。また
第２部では片山

かたやま

九郎右衛門
く ろ う え も ん

氏
をはじめ、能楽師による模範
演能を行います。（第２部は
入場整理券が必要です。）

山本
やまもと

邦 山
ほうざん

氏

角鹿
つぬが

から邦楽の調べを

気比
け ひ

の海に幽玄の風

季
とき

花
はな りん

問合せ　国民文化祭室（文化課内） ２２ー８１５２

と　き １１時～１７時３０分
ところ プラザ萬象

国内外の民俗芸能団体が、仮面を用いた芸
能の公演を行います。またガムランの演奏や
土笛演奏のワークショップ、世界の民俗芸能
を紹介するビデオギャラリーを開催します。
また屋外エントランスでは、バリ島、韓国な
どの民芸品バザールや「食の市」を開催しま
す。（公演は入場整理券が必要です。）

問合せ　第20回国民文化祭福井県実行委員会
事務局（ 0776-20-0731）

と　き １０時～１２時
（９時４０分からオープニングアトラクション　スタート）

ところ 市民文化センター

文芸祭６部門（短歌、俳句、川柳、連句、
現代詩、漢詩）の上位３賞（文部科学大臣奨
励賞、国民文化祭実行委員会会長賞、知事賞）
の表彰式を行います。またオープニングはハ
ンドベルでいろどり、表彰式終了後、作家の
立松和平氏の記念講演を行います。

＜記念講演＞
演題「日本人と自然」
講師　作家　立松

たてまつ

和平
わへい

氏

かがやく越のくに　夢開くロマン

と　き １０時３０分～１５時
ところ 市民文化センター

全国からの事前投句「一般の部」８,７７５
句、「小・中・高校生の部」１９,０７３句の
中から選ばれた各１７賞と当日投句の入賞の
表彰を行います。また秋の童謡メドレーと国
民文化祭テーマソング「糸」の合唱のアトラ
クションのあと、俳人で 日本伝統俳句協会
会長である稲畑汀子氏の記念講演を行います。

＜記念講演＞　演題「旅の心」
講師　俳人　稲畑

いなはた

汀子
ていこ

氏

潮の香り　芭蕉と拾う　ますほ貝
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ゆっくりとした運動で正しい姿勢を保つ筋力を養い、心身をリラクゼーションさせる呼吸法で調和の取
れた身体づくりをしてみませんか？
と　き 10月20日～12月１日　毎週木曜日（11月３日、24日は休み） 10時～11時30分
ところ 総合運動公園体育館　研修室
対　象 50歳以上の方　40人
参加料 1,000円（保険料ほか）
申込み 10月５日（水）９時からスポーツ振興課窓口へ（先着順）

運動不足になりがちな冬に有酸素運動、筋力トレーニング、腹式呼吸を組み合わせたエクササイズがお
すすめです。寒さを吹き飛ばしストレス解消してみませんか？
と　き 1月12日～2月9日　毎週木曜日　10時～11時30分
ところ 総合運動公園体育館　研修室
対　象 18歳以上の方（高校生を除く） 30人
参加料 1,000円（保険料ほか）
申込み 12月20日（火）午前９時からスポーツ振興課窓口へ（先着順）

空手の動作を取り入れたエアロビクス運動をメインに、体幹の筋力を強
化します。また、気功を取り入れた気法操で自分自身と向き合います。
と　き 2月16日～3月16日　毎週木曜日　10時～11時30分
ところ 総合運動公園体育館　研修室
対　象 18歳以上の方（高校生を除く） 30人
参加料 1,000円（保険料ほか）
申込み 2月2日（木）9時からスポーツ振興課窓口へ（先着順）

基本的な動きから手足のいろんな動きをプラスしていきます。水の特性である浮力や抵抗をうまく利用
し、全身で水を感じながら動いてみませんか？
と　き 10月18日～11月15日　毎週火曜日　10時～11時30分
ところ 総合運動公園プール
対　象 18歳以上の方（高校生を除く） 30人
参加料 500円（保険料）
申込み 10月4日（火）9時からスポーツ振興課窓口へ（先着順）

体幹部を意識したパンチ･キック動作をプラスして、自分で生みだす
水の抵抗と戦いながらパワフルな水中運動を体験してみませんか？
なまけ気味なこの季節、体に“喝”を入れましょう！！
と　き 1月20日～2月17日　毎週金曜日　10時～11時30分
ところ 総合運動公園プール
対　象 18歳以上の方（高校生を除く） 30人
参加料 500円（保険料）
申込み 1月6日（金）9時からスポーツ振興課窓口へ（先着順）

どんどん人気が高まるニュースポーツを体験してみませんか？ショートテニス、ソフトバレーボール、
フロッカーなど、初めての方でも気軽に楽しめて、運動不足の解消にもってこいの教室です！
と　き 10月19日～11月16日　毎週水曜日　10時～11時30分
ところ 総合運動公園体育館　第2競技場ほか
対　象 18歳以上の方（高校生を除く） 30人
参加料 500円（保険料）
申込み 10月5日（水）9時からスポーツ振興課窓口へ（先着順）

赤い羽根付きボールを素手で打ち合うゲームです。楽しさいっぱいで初心
者の方でも楽しくゲームができます。
と　き 1月11日～2月8日　毎週水曜日　19時～20時30分
ところ 総合運動公園体育館　第1競技場
対　象 18歳以上の方（高校生を除く） 30人
参加料 500円（保険料）
申込み 12月20日（金）9時からスポーツ振興課窓口へ（先着順）
※ 体育館入場料が別途必要となります

まったく泳げない人からもっと水泳がうまくなりたい人まで、気軽に参加できる教室です。これを機会
に水泳を楽しんでみませんか！
と　き 1期 9月29日～10月27日　毎週木曜日

2期　11月 1日～11月29日　毎週火曜日　19時30分～20時30分
ところ 総合運動公園プール
対　象 18歳以上の初心者（高校生を除く） 15名
参加料 3,000円／期（プール入場料含む）
準備物 水着・スイミングキャップ
申込み 下記事務局に申込用紙がありますので、記入のうえ受講料を添

えて申し込みください。
敦賀市鋳物師町9－28 ２２－５８４０　　　
敦賀市水泳協会事務局　担当：河瀬秀樹

◇教室は、市内在住・在勤の方を対象にしています。
◇事前に健康観察を行い、高齢者や診療を受けている方
は医師の承諾を得てください。

◇参加料を添えて、教室ごとに直接申し込んでください。
◇申込みは、直接申込みに来られた方を優先に受け付け
ます。また代理の方の受付は場合によりお断りするこ
ともあります。

◇抽選の場合は１人１回になります。
◇各教室とも、定員になり次第締め切ります。
◇万一事故があっても、主催者側では保険の適応範囲外
の経費は負担いたしません。

問合せ　スポーツ振興課（総合運動公園体育館内） ２２ー８１５５

フロッカー

なまけ解消エクササイズ

ミドルアクア教室
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つるが陽楽会少年少女合唱団、つるがベルフレンズ
の皆さんによるミニコンサートです。テーマ曲「よみ
がえれ、ひろくなれ」や「時の流れをせきとめないで」
が披露されます。

日本初のパペット
落語で世界中が大笑
い。笑福亭鶴笑がは
るばるロンドンから
やってきます！落語
を聞いて大笑いして、
ついでに環境のこと
も考えましょう。

市民団体、企業、行政などが参加している環境への取り組み
を展示します。

掘り出し物はリサイクルの王様！新しいライフスタイルも見
つかります。ロビーで開催しますので、ぜひ来てください！

野外テントでは生産者折り紙つきの野菜を販売します。「食」
の原点を感じてください。作る人と食べる人、顔の見える関係
が「安心」につながります。

テーマ　「敦賀の自然環境とみらい」
◇敦賀の自然環境はどうなっているの？
◇どんなかたちで守ればいいの？
◇私たちにできることはなに？　など

問合せ　環境課　　　　　　 ２２ー８１２１
つるが環境みらいネットワークホームページ　http://www1.rcn.ne.jp/̃kankyoumirai/

ガイア

ガイアシンフォニー

平成14年、「敦賀市環境基本計画」の策定と同時に、この基本計画に基づいた実践活動を実行していく団体と
して「つるが環境みらいネットワーク」が立ち上がりました。３年が経過した現在、環境改善、保護への取り組
みの実績はどのように上がっているのか、市民の皆さんと共に評価し、明日からの活動のヒントにしたいという
趣旨で、フォーラムが開催されます。
ぜひ多くの市民の皆さんのご来場をお待ちしています。

笑 福 亭
しょうふくてい

鶴 笑
かくしょう

産産地地直直送送、、ててんんここ盛盛りり！！ 実実演演・・体体験験ががいいっっぱぱいい！！
観観てて、、食食べべてて、、体体験験ししてて、、敦敦賀賀のの秋秋をを満満喫喫ししててくくだだささいい！！

物産コーナー
北海道小樽市、鹿児島県薩摩川内市や友好・

姉妹都市、近隣市町村の特産品などを販売しま
す。もちろん、敦賀の新鮮な魚や野菜などの特
産品も販売します。

展示コーナー
＜駅弁大会と懐かしの敦賀駅写真パネル展＞
ＪＲ直流化沿線の駅弁の販売と敦賀の駅弁に

まつわる資料の展示、昔の敦賀駅の写真などを
パネルにて展示します。
＜電力コーナー＞
電力に対する理解をさらに深めてもらいます。
＜産業紹介コーナー＞
敦賀の産業製品を展示紹介します。

飲食コーナー
ラーメン・そば・うどん・寿司・各市町村特

産品などの飲食販売をします。

こども広場
エコロトレインかぶと虫、ふわふわ、ソーラ

ーカー体験

フリーマーケットコーナー
「みんなでみなとでフリーマーケット」
あなたも参加してみませんか？
○参加者募集
申込み締切　９月２４日（土）まで
申　込　先　Ｔ.Ｄ.Ｒサービス

「フリーマーケット係」
２０－０３００

イベントコーナー
＜ふるまいの部＞
敦賀の食材を使って敦賀鍋を作り、試食して

いただきます。（５００人分の試食整理券を当日
配布）（１６日のみ）
＜参加体験の部＞
ジャンボ料理チャレンジ（１５日のみ）・ち

くわ作り体験（１５日のみ）・魚料理チャレン
ジスクール（１６日のみ）など
＜イベントの部＞　　和風マジックショー・ピ
エロのバルーンショー・お笑いバトル・つるが
オリジナルソング
コンテスト・ジャ
グリング・つるが
交流の輪ステー
ジ・日本海鮮魚セ
リ市など

敦賀の風景や思い出をオリジナルソングにして応
募・演奏しませんか。最優秀作品には、賞金５０，
０００円と副賞を贈呈します。

応募形式　 曲の入ったカセットテープ、MD、も
しくはビデオテープとバンド名、代表者
氏名・年齢・住所・電話番号、メンバー
氏名・パート・年齢、応募曲名、歌詞を
同封の上、送付してください。

審　　査 二次審査は、１６日 にきらめきみな　
と館特設ステージで公開審査を行います。

応募締切　９月３０日（金）まで
応募先　 敦賀市和久野８－２１－８９

ティーツゥー「つるがオリジナルソ
ングコンテスト」係宛
２０－０４４０

問合せ　つるが観光物産フェア開催実行委員会（商工観光課内） ２２ー８１２８
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ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
ま

し
た
。
僕
も
水
を
か
け
ら
れ
そ

う
に
な
り
、
危
な
か
っ
た
で
す
。

体
験
し
た
生
徒
の
一
人
は
、「
元

気
が
あ
り
す
ぎ
て
疲
れ
ま
し
た
。

だ
け
ど
、
子
ど
も
た
ち
は
カ
ワ

イ
イ
で
す
」
と
楽
し
く
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

（
嘉
藤
）

僕は、広報広聴課に来て、取材や記事を書

くことは、初めてなので恐かったけれど、

なんとかうまくできました。インタビュ

ーをする時も、はずかしくてうまくいか

なかったかもしれませんが、皆さんのお

かげでこういう最高の記事ができてとても

うれしいです。

第１期（６月１３・１４日）、第２期（６月２９・３０日）、第３期（８月９・10日）に分かれ、市内の
中学２年生全員（６７０人）が事業所、公共施設など１２１カ所で職場体験を行いました。市役所広報広聴
課にも粟野中学校の２人の生徒が体験に訪れ、「広報つるが」の取材・編集作業を担当してもらいました。

職
場
体
験
を
通
し
て
、
働
く

こ
と
の
尊
さ
、
意
義
、
他
人
と

の
関
わ
り
や
社
会
の
ル
ー
ル
を
学
ん
で

ほ
し
い
。
失
敗
す
る
の
は
当
然
。
そ
の
中
か
ら
、
お
金
を
稼

ぐ
こ
と
の
大
変
さ
、
社
会
の
厳
し
さ
、
礼
儀
の
大
切
さ
、
人

の
優
し
さ
な
ど
、
身
を
も
っ
て
感
じ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
地

域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
働
く
こ
と
で
、
地
域
社
会
や
産
業
に

つ
い
て
も
学
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

今
回
も
地
域
の
方
々
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の
活
動
を
継
続
さ
せ

て
い
く
に
は
地
域
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
今
後
も
敦
賀
の

子
ど
も
た
ち
を
一
緒
に
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広報広聴課にきていろいろな体験ができまし

た。カメラを見たとき最初は難しそうに思ったけ

どやっていくうちに上手に撮れるように

なりました。取材してきたことも記事

にしたりして、良い経験ができました。

大変充実した２日間でした。
中学生社会体験活動
運営委員会

石原
いしはら

秩子
ちづ こ

委員長

嘉藤
かとう

一輝
いっ き

くん

木村
きむら

塁
るい

くん

７
月
27
日
〜
30
日
の
４
日
間
、
敦
賀

市
の
姉
妹
都
市
、
韓
国
・
東
海
市
を
訪

れ
る
「
敦
賀
市
民
の
船
」
派
遣
事
業
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
河
瀬
市
長
を
団
長

と
す
る
使
節
団
を
は
じ
め
、
一
般
参
加

者
な
ど
３
６
２
人
が
乗
船
し
、
27
日
に

敦
賀
港
を
出
港
。
28
日
に
東
海
市
に
到

着
し
、
東
海
市
主
催
の
歓
迎
式
、
サ
ッ

カ
ー
交
流
試
合
な
ど
数
々
の
交
流
行
事

が
催
さ
れ
ま
し
た
。

東海港

人口　103,570人
面積　180.07ｋ㎡

市長　金
キム

振東
ジンドン

氏
姉妹都市盟約締結日　

1981年4月13日

東海市長から花束贈呈

歓迎式（東海港にて）

サッカー交流試合　　東海市選抜 vs  敦賀市選抜

韓
国
で
チ
ェ
ギ
チ
ャ
ギ
と
い
う
遊

び
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
東
海
市

の
人
た
ち
と
ま
た
や
っ
て
み
た
い

で
す
。

敦賀市児童親善使節団
の一員として参加した

東海市児童親善使節団市長表敬（船内にて）

あ
や
と
り
を
教
え
て
あ
げ
ま
し
た
！

東海市のチームはとてもフレンドリ
ーでした。今度は敦賀で、もう１度
対戦してみたいです。

北端
きたばた

祐多
ゆう た

くん上村
うえむら

研人
けん と

くん

敦
賀
市
選
抜
チ
ー
ム
と
し
て

活
躍
し
た
気
比
中
コ
ン
ビ

岸本
きしもと

雄輔
ゆうすけ

くん
（敦賀南小６年）

サッカーのリフテ
ィングのように、足
の内側で羽根を蹴
り、落とさないよう
にする遊びです。

→

人口 69,287人
面積 250.74ｋ㎡⇔

敦賀市東東海海市市 敦
賀
市
民
の
船

豪華客船
ぱしふぃっくびーなす

体験してみて初めてわかることってたくさんあったはず。
これからもいろんなことに挑戦してください。

（少年よ大志を抱け！） BY担当者
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９
月
２
日
〜
４
日
の
３
日
間
、

恒
例
の
敦
賀
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
、
十
五
万
千
五
百
人
も
の
お

客
さ
ん
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

「
民
謡
踊
り
の
夕
べ
」
が
、
残
念

な
が
ら
雨
の
た
め
中
止
に
な
り

ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
行
事
は
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
て
盛
り

上
が
っ
た
敦
賀
ま
つ
り
。
祭
り
は
日
本
人
の
心
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
ま
さ
し
く
敦
賀
ま
つ
り
は
敦
賀
人
の
心
そ

の
も
の
。
神
輿
に
山
車
、
パ
レ
ー
ド
な
ど
、
い
ろ
ん
な

と
こ
ろ
で
そ
の
心
意
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

頑張って引っ張るゾ！

まつりの幕開け
宵山
よいやま

巡行
じゅんこう

古式ゆかしく御鳳輦
ご ほ う れ ん

巡幸
じゅんこう

お祭り広場でドドンドドン
葉原っ子太鼓だぜぃ！ 神楽通りはフィーバーよ♪

カーニバルパレード

エ
ン
ヤ
サ
ー
エ

オ
イ
ス
ク
デ

今日は晴れ舞台よ☆
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第４３回敦賀地区自衛消防隊操法大会が東洋紡績 Aグ
ラウンドで行われました。各地区・事業所から７３チーム、
およそ５００人が参加。炎天下の中、隊員たちは今までの
練習の成果を発揮しようと真剣な眼差しで操法に取り組ん
でいました。練習の成果が出たチーム、「ミスはなかった
が目標タイムに届かず残念」と悔しがるチームなど、グラ
ウンド内は熱気につつまれていました。

あなたが写っていたら、
ご連絡ください。
写真を差し上げます。

広報広聴課　　　 ２２ー８１１２

インターハイ（８月２日～６日 in千葉）で活躍した

敦賀高校陸上部の監督、選手が市役所を訪れ、入賞を

報告しました。大会では５人の選手が入賞（写真左）。

男子八種競技では、谷川博宣選手が見事優勝を飾りま

した。これで敦賀高校は５年連続で日本一の選手を輩

出するという快挙を成し遂げました。

男子八種競技　 優勝　谷川
たにがわ

博宣
ひろのり

男子円盤投げ　 ２位　

男子砲丸投げ　 ４位　

女子100m障害　 ２位　野村
の む ら

有香
ゆ か

５位　佃
つくだ

朋弥
と も み

女子円盤投げ　 ４位　辻原
つじはら

宏美
ひ ろ み

選手の皆さん、お疲れさまでした。

小林
こばやし

翼
つばさ

入入賞賞選選手手・・種種目目

松原海岸では、6,000個のとうろうが海面を、12,000発の花火が
夜空を彩りました。今年は「敦賀・夜空の花博～天井のないパビリ
オン～」のテーマに沿って花火のショーが繰り広げられ、地鳴りの
ように響く大きな花火が打ち上げられるたびに、観客の歓声と拍手
が沸き起こりました。心配された天気もどうにかもち、
18万５千人の観客はお盆の夜を満喫していました。

そろって米寿 岡元さん夫妻

長寿の秘訣はよく食べ、よ
く寝て、よく働くこと。登山
に釣り、庭仕事と、精力的に
取り組んでいます。（賢一さん）

今年で結婚65年目。これか
らも２人で、とにかく元気で
いたいなあと思っています。

敬老の日を前に、市内の方々の
長寿を祝おうと、高齢者訪問が行わ
れました。２人そろって米寿（88
歳）を迎えた岡元

おかもと

賢一
けんいち

さん・ハル子
さん夫妻のお宅には河瀬市長が訪問
し、お祝状などを贈
りました。

市内在住の和紙人形作家、
高木栄子
た か ぎ え い こ

さんの「紙わらべ展」が
プラザ萬象で開催され、６日間の期間中におよそ2,000人
が訪れました。市に寄贈していただいた「里山の四季」
をはじめ、露天20店が並ぶ「縁日」が展示され、訪れた
人は「小さいころを思い出すわ。昔はこんなんやったな
あ」と懐かし気に作品に見とれていました。また、高木
さんを講師に迎えての紙細工体験教室も行われました。

紙
細
工
体
験
教
室
で

指
導
す
る
高
木
さ
ん
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松
尾
芭
蕉
の
杖
跡
を
た
ど
り
、
俳
句

を
詠
み
な
が
ら
郷
土
の
歴
史
・
風
景
・

文
化
を
肌
で
感
じ
、
健
康
増
進
を
図
り

ま
す
。「
芭
蕉
の
道
」
並
び
に
「
遊
歩

百
選
」
に
選
ば
れ
た
敦
賀
の
魅
力
を
存

分
に
満
喫
し
ま
せ
ん
か
。

と

　

き

９
月
25
日

対

　

象
　
健
康
な
方
な
ら
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

参

加

費

無
料

集
合
場
所

金
ケ
崎
緑
地

受
付
　
９
時
〜
10
時

ス
タ
ー
ト
　
金
ケ
崎
緑
地

ゴ
ー
ル

相
生
商
店
街
（
旭
公
園
）

コ
ー
ス
　

▼
まま
ちち
なな
かか
ココ
ーー
スス
（
５
km
）

10
時
30
分
〜
12
時

ス
タ
ー
ト
〜
金
前
寺
〜
気
比
神
宮

〜
敦
賀
駅
（
折
返
し
）
〜
ゴ
ー
ル

▼
芭芭
蕉蕉
杖杖つ
え

措措お

きき
ココ
ーー
スス
（
10
km
）

10
時
20
分
〜
13
時
（
※
一
部
山
歩
き
）

ス
タ
ー
ト
〜
金
前
寺
〜
金
崎
宮
〜

月
見
御
殿
〜
永
厳
寺
（
泉
の
お
清

水
）
〜
気
比
神
宮
〜
博
物
館
通
り

〜
気
比
の
松
原
遊
歩
道
〜
敦
賀
城

お
掘
跡
〜
ゴ
ー
ル

※
当
日
の
天
候
に
よ
り
コ
ー
ス
に
変

更
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み

電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
先

港
都
つ
る
が
株
式
会
社

20
・
０
０
１
５

http://w
w
w
.tm
o-tsuruga.com

敦
賀
に
残
る
芭
蕉
ゆ
か
り
の
資
料
の

ほ
か
、
芭
蕉
を
慕
っ
て
旅
を
し
た
人
々

の
足
跡
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
お
く
の
ほ
そ
道
」
と
「
ほ
そ
道
」
が

育
ん
だ
旅
の
歴
史
に
共
感
を
深
め
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

と
　
き

10
月
８
日

10
時
〜
17
時

（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ
　
市
立
博
物
館

休
館
日
　
期
間
中
は
休
館
日
な
し

入
館
料

一
般
　
２
０
０
円

高
校
生
・
小
中
学
生
　
50
円

※
10
月
21
日

問
合
せ

市
立
博
物
館

25
・
７
０
３
３
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10
月
17
日
〜
23
日

道
路
や
河
川
の
整
備
、
福
祉
な
ど
国

や
県
、
市
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
対
し

て
の
問
い
合
わ
せ
、
意
見
等
の
巡
回
行

政
相
談
を
行
い
ま
す
。

と
　
き

10
月
19
日

13
時
30
分
〜
16
時

と
こ
ろ

中
郷
公
民
館

本
市
に
は
、
総
務
大
臣
よ
り
委
嘱
さ

れ
た
２
人
の
行
政
相
談
委
員
が
い
ま

す
。
無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
委
員

中
村

な
か
む
ら

幹
彦
み
き
ひ
こ

（
松
葉
町
）23

・
１
８
９
９

西
山
に
し
や
ま

繁
子

し
げ
こ

（
谷
口
）

22
・
４
２
２
６

※
毎
月
、
定
例
相
談
も
行
っ
て
い

ま
す
。気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
25
ペ
ー
ジ
参
照
）

問
合
せ

生
活
防
災
課

22
・
８
１
１
５

と
　
き

10
月
３
日

10
時
〜
16
時

と
こ
ろ

市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

内
　
容

農
地
転
用
申
請
・
建
設
業
許

可
申
請
・
経
営
事
項
審
査
申

請
・
会
社
の
設
立
・
車
庫
証

明
・
自
動
車
登
録
・
出
入
国

管
理
申
請
・
帰
化
許
可
申

請
・
相
続
な
ど

問
合
せ

福
井
県
行
政
書
士
会
敦
賀
支
部

23
・
６
５
０
０

と
　
き

10
月
１
日

10
時
〜
16
時

と
こ
ろ

プ
ラ
ザ
萬
象

内
　
容

土
地
境
界
問
題
、地
目
変
更
、

分
筆
登
記
、
建
物
の
新
築
・

取
壊
し
の
登
記
な
ど

問
合
せ

福
井
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

０
７
７
６
・
33
・
２
７
７
０

清
掃
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ま
れ
た
ご

み
の
中
か
ら
、
使
用
可
能
な
家
具
や
自

転
車
な
ど
を
展
示
し
、
希
望
者
に
無
償

で
提
供
し
ま
す
。

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

展
示
・
受
付
期
間

10
月
３
日

〜
７
日９

時
〜
16
時
30
分

と
こ
ろ

清
掃
セ
ン
タ
ー

対
　
象

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
展
示

品
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き

る
方

抽
選
日

10
月
11
日

10
時
〜

※
当
選
者
名
簿
は
抽
選
後
、
清
掃
セ

ン
タ
ー
玄
関
に
掲
示
し
ま
す
。

当
選
品
引
渡
日

▼
10
月
11
日抽

選
終
了
後
〜
16
時
30
分

▼
10
月
12
日

〜
14
日

９
時
〜
16
時
30
分

※
自
転
車
に
つ
い
て
は
福
井
県
自
転
車

商
協
同
組
合
敦
賀
支
部
加
盟
店
で
の

登
録
後
の
引
き
渡
し
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ

清
掃
セ
ン
タ
ー21

・
１
１
５
３

と
　
き

10
月
８
日

14
時
〜
16
時
（
開
場
13
時
）

と
こ
ろ

あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ

内
　
容

▼
講
演
会
「
消
費
者
よ
、
ご
用
心
！
」

講
師

「
走
れ
！
ガ
リ
バ
ー
く
ん
」
の

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
お
な
じ
み

関
西
テ
レ
ビ
専
属

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

桑
原
く
わ
ば
ら

征
平

し
ょ
う
へ
い

氏

▼
寸
劇
、
消
費
生
活
相
談
、

パ
ネ
ル
展
示
な
ど

入
場
料
　
無
料

問
合
せ

生
活
防
災
課

22
・
８
１
１
５

と
　
き

９
月
29
日

13
時
30
分
〜

と
こ
ろ

プ
ラ
ザ
萬
象

内
　
容

▼
一
部
　
式
典

▼
二
部
　
福
井
県
警
察
音
楽
隊
に
よ

る
吹
奏
楽
コ
ン
サ
ー
ト

▼
そ
の
他

出
品
作
の
展
示

交
通
安
全
ミ
ニ
の
ぼ
り
旗
・

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
デ
ザ

イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク

ー
ル

問
合
せ

生
活
防
災
課

22
・
８
１
１
５
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申
込
み

９
月
30
日

受
講
料

無
料
（
た
だ
し
、
傷
害
保
険

料
と
し
て
５
０
０
円
が
必
要
）

問
合
せ

申
込
先
　
武
道
館

25
・
５
８
２
０

募
集
対
象

応
募
方
法

締
切
日

９
月
30
日

写
真
サ
イ
ズ

L
判
プ
リ
ン
ト

※
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
、
電

子
メ
ー
ル
な
ど
で
の
受
付

は
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
写
真
の
返
却
の
必
要
な
方
は
子

育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
に
て
お

返
し
し
ま
す
。

◆
写
真
の
展
示

写
真
を
パ
ネ
ル
に
し
て
展
示
し
ま
す
。

と
　
き

10
月
11
日

と
こ
ろ

敦
賀
原
子
力
館

問
合
せ
・
送
付
先

〒
９
１
４
・
０
０
５
１

敦
賀
市
本
町
２
丁
目
５
ー
20

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

・
０
１
４
７

◎
第
四
講
　

近
代
日
本
に
お
け
る
戦
争
と
平
和

と
　
き

９
月
24
日

講
　
師
　
京
都
橘
大
学
歴
史
学
科
教
授

ひ
ろ
た
ま
さ
き

氏

と
こ
ろ
　
市
立
図
書
館

定
　
員
　
１
０
０
人
（
当
日
先
着
順
）

問
合
せ
　
気
比
史
学
会
（
糀
谷
）

22
・
３
６
３
２

と
　
き

10
月
５
日

10
時
〜
12
時

と
こ
ろ

農
家
高
齢
者
創
作
館（
吉
河
）

内
　
容

ぽ
っ
た
り
炊
い
た
あ
ず
き

と
地
元
も
ち
米
で
つ
く
る

「
ぼ
た
も
ち
」

定
　
員

25
人
（
先
着
順
）

材
料
費

１,
５
０
０
円
（
予
定
）

申
込
み

９
月
27
日

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
先

農
務
課
　

22
・
８
１
３
０

と
　
き
　
10
月
24
日

〜
11
月
28
日

全
６
回

と
こ
ろ
　
敦
賀
き
ら
め
き
温
泉
リ
ラ
・

ポ
ー
ト

内
　
容

講
義「
水
中
運
動
の
効
果
等
」

実
技
「
水
中
運
動
・
水
中
鉄

棒
等
」

と
　
き
　
11
月
17
日

〜
12
月
22
日

全
６
回

と
こ
ろ
　
あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ

内
　
容

ボ
ー
ル
な
ど
を
使
っ
た
体
力

づ
く
り

両
講
座
と
も
に

対
　
象

体
力
増
強
を
目
指
す
60
歳
以

上
の
方

定
　
員

40
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
初
め

て
の
方
を
優
先
（
年
齢
順
）

受
講
料
　
無
料

申
込
み

長
寿
福
祉
課
お
よ
び
各
公
民

館
に
備
え
付
け
の
受
講
申
込

書
に
所
要
事
項
を
記
入
の
上
、

９
月
30
日

ま
で
に
長
寿
福

祉
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

長
寿
福
祉
課

22
・
８
１
２
４

と
　
き

10
月
14
日

・
21
日

と
こ
ろ

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
）

内
　
容

14
日
　
日
本
の
伝
統
食
が

丈
夫
な
体
を
つ
く
る

21
日
　
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
と

子
ど
も
の
食
環
境

（
ど
ち
ら
か
１
回
の
み
の
参
加
も
可
）

定
　
員

30
人
（
先
着
順
）

受
講
料

無
料

申
込
方
法

10
月
７
日

ま
で
に
電
話
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
先

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

23
・
５
４
１
１

と
　
き

11
月
６
日

・

と
こ
ろ

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
）

内
　
容

家
庭
教
育
講
座

「
家
族
の
羅
針
盤
」

ー
問
題
を
持
た
な
い
家
族
な
ん
て

ど
こ
に
も
な
い
ー

講
　
師

和
田
教
育
研
究
所
所
長

和
田
わ

だ

周
平

し
ゅ
う
へ
い

氏

定
　
員

30
人
（
先
着
順
）

受
講
料

無
料

申
込
方
法

10
月
22
日

ま
で
に
電
話
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
先

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

23
・
５
４
１
１

 

と　き １０月１日（土） １４時～

と　き １０月１５日（土）１４時～

と　き １０月２２日（土）１４時～




